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ハワード・ガードナーの「多重知能理論」（MI 理論）が参考になる。この MI 理論を紹介し、この理解
にもとずいて英語絵本授業で実践した活動を検証する。
２．３．１　ハワード・ガードナーの「多重知能理論」について














































　“Brown Bear, Brown Bear, What Do You See?”を最初の英語絵本授業で使用し、この授業では動物
の名前を簡単な問答形式で学習する。英語授業の実践を紹介し、その活動を検証する。














　この絵本での文型は３つあり、次の、①“What do you see?”②“I see a red bird looking at me.”
③“That’s what we see.”である。
　まず、“see”と“look at”の違いを理解させる。
　単語で使用した絵カードを提示して、筆者が“What are you looking at?”と質問し、学生に“I’m 
looking at a bear.”と答えさせる。次々とカードを見せながら、何度も練習を重ね looking at を定着さ
せる。 




次に絵カードを数人に渡す。カードを見ている学生Ａに、“What are you looking at?”と聞く。学生Ａ
が“I am looking at a bird.”と言えば、筆者が“A san is looking at a bird.”の文を、次に“I see A 
san looking at a bird.”の文を言って、学生 A の状況を説明し、新しく構文を導入し、口頭練習をする。
　日常会話では良く使用する構文である“That’s what we see.”は文法説明をすると難しいので、実際
にして見せる。筆者が鞄の中から様々なものを取り出し、それら全部を指して、“This is what I had in 
my bag.”とこの構文を導入する。次に学生に“What did you have this morning?”と尋ね、朝食の内
容を１つ１つ言わせ、食事内容をまとめて、“That is what I had this morning.”と学生に言わせ、次々
と練習する。絵本を読んだ時点で“That is what we see.”の文章を違和感なく言え、理解できていた。
（３）音声面の指導について








　CD は大変役に立つ道具であるが、CD なくても YouTube を検索すれば、絵本の歌や朗読を聞く事が
できる。時には YouTube で作家自身の絵本朗読をしているのを聞くことができる。授業とは別のバー
ジョンの歌も聞けることがあるので、個人が学習するのに YouTube の活用を勧めた。
３．３．２　授業“Brown Bear, Brown Bear, What Do You See?”を MI 理論で検証




いる。各知能を使った具体的な英語授業活動を参考にして、英語絵本“Brown Bear, Brown Bear, 
What Do You See?”の授業を検証する。
（１）英語を読む、聞く。意見を言う、書く。感想を発表する。
　　・毎時間、英語の単語や英文を音読した。
　　・  CD で、話や英語の歌を聞いた。教師の後に読む、ペアで読み、CD
の英文に続いて読んだ。










































（１）Story by Bill Martin & Illustrated by Eric Care
　① Brown Bear, Brown Bear, What Do You See ? : （2007  Henry Holt and Co.）
　　＊問答形式の繰り返しの文で構成。９匹の動物の名前、色、先生と子供達の単語と３文型を学習。
　　＊絵が印象的で、１～３歳児に相応しい。
　② Baby Bear, Baby, Bear, What Do You ? : （2007  Henry Holt and Co.）
　　＊10匹の動物の名前と動物の動作を学習。
　　＊問答形式で、繰り返しの文でリズム良い。３～５歳児が相応しい。
（２）Story & Illustrated by Eric Carle
　④ Today is Monday ! : （1999  Puffin Books）
　　＊曜日と食べものを学習。最後の英文では、音読（リエゾン、音の無声化）を指導した。
　　＊文型が繰り返しで覚え易く、リズムある本。絵も歌も楽しい。３～５歳児に相応しい。








（３）Story by Rod Campbell  









（４）Story by Mikiko Nakamoto, Pictures by Ryouko Fujikawa
　⑨ My Pet : （2000  Apricot Picture Book）
　　＊７匹の動物の名前、その性質を学習。
　　＊歌があり楽しい。文（仮定法過去）が難しい。３～５歳児に相応しい。
（５）Story By Robin & Inge Hyman, Pictures by Yutaka Sugita
　⑩ The Hippo Who Wanted to Fly : （1973  Evans Brothers Ltd）
　　＊３匹の動物の名前を学習。叶わない願いをするが、自分の住む世界を気づく語。
　　＊絵が大変印象的である。５歳児に相応しい。今後読みたい。
（６）Story & Pictures by Leo Lionni
　⑪ Swimmy : （1991  Dragonfly Books）
　　＊小魚と大きな魚の本。主人公スイミーを通して、仲間と協力し生き延びる話。
　　＊学生の印象に残る絵本の第３位。後期読みたい本の第１位。









　⑭ Miffy : （2014  Simon & Schuster UK Ltd.）
　　＊ Miffy 家での Miffy が誕生の話。キリスト誕生を思わせる話の流れである
　　＊絵は可愛い。物語は少し難しい。５歳以上が相応しい。
（９）Celestino Piatti
　⑮ The Happy Owls : （1965  Ernest Benn Ltd.）
　　＊鳥や昆虫の名前を学習。ケンカする家禽と幸福について話すフクロウの話。
　　＊絵が大変素晴らしい。内容が良いので後期読みたい本。５歳児以上が相応しい。
（10）Story by Margaret Wise Brown, Pictures by Clement Hurd
　⑯ Goodnight Moon : （1982 revised edition, Haper Collin Publishes）
　　＊家の中にあるものを学習。ロングセラーの絵本。
　　＊単純な繰り返しの本。１～５歳児に相応しい。
（11）By Franz Brandenberg, Illustrated by Aliki 
　⑰ I Don’t Feel Well !
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